
公益社団法人川島町シルバー人材センター第１次中・長期計画書（第２次改定） 

（令和３年度～令和１２年度） 

 

１．はじめに 

 当センターでは、毎年度、事業計画を樹立し、目標の達成に努めてまいりましたが、

単年度の計画では示しがたい川島町シルバー人材センターの進むべき方向性を形作る

ため、長期的な視野に立って本計画を策定します。 

 

２．現状と課題 

（１）会員の状況 

会員数は、平成２９年度までは増加傾向にありましたが、その後、減少に転じていま

す。毎年度２００名前後で推移しているものの、平均年齢は緩やかに上昇しています。

男性会員に比べて女性会員の比率が低く、構成比は約３：１です。継続雇用制度の導入

や定年延長等の影響で、センターへの入会時期が徐々に遅くなり、令和元年度における

新規入会者の平均年齢は７０代に突入しました。入会説明会に参加後、入会した会員の

率は、多い年で７割ほど、少ない年では５割を下回っています。年々、町内では６０歳

以上のかたが増えていますが、粗入会率は平成２９年度を境に低下しており、高齢者人

口に比例して自然と会員数が伸びて行くとは一概に言えず、楽観視できない状況です。 

社団であるセンターにとって、会員はもっとも重要な位置付けにあります。会員数を

増やす前段階として、まずは、シルバー人材センター事業に興味を持って、説明会への

参加を促すため、センターの魅力を引き上げなければなりません。魅力の向上により、

退会者の抑制も見込まれます。また、説明会を経て入会に結び付けるため、女性会員の

比率を上げて行くためには、現行の入会説明会の改革も必要です。このまま、新規会員

の高齢化、既存会員の高齢化が進展すれば、地域のニーズに応えることもより困難にな

りますので、会員の健康寿命を延伸し生涯現役での就業継続が可能となるよう、加齢に

応じた就業体制を構築しなければなりません。 

年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和 元年度 

会員数    （人） １９７ ２００ ２１２ ２０２ ２０１ 

男性会員   （人） １５１ １５７ １６４ １５４ １５７ 

女性会員   （人） ４６ ４３ ４８ ４８ ４４ 

平均年齢   （歳） ７２．６ ７２．９ ７３．３ ７３．４ ７３．９ 

男性平均年齢 （歳） ７２．１ ７２．４ ７３．０ ７３．５ ７４．１ 

女性平均年齢 （歳） ７４．０ ７４．７ ７４．０ ７３．３ ７３．４ 

説明会参加者 （人） ４１ ４１ ４１ ４５ ３９ 

入会者    （人） １９ ２３ ２９ ２１ ２１ 

退会者    （人） ３６ ２０ １７ ３１ ２２ 

粗入会率   （％） ２．４ ２．５ ２．６ ２．５ ２．４ 

６０歳以上人口（人） ８，０６２ ８，１６３ ８，１８３ ８，２１８ ８，２３６ 

 



（２）事業の状況 

 センターで実施している事業は、請負事業、一般労働者派遣事業、有料職業紹介事業

の３本です。請負事業を主体として、請負事業での対応が困難な企業での就業の一部を

派遣事業で補っています。職業紹介事業の実績は、現在に至るまでありません。 

 請負事業では、順調に配分金が推移していますが、受託件数は、平成２９年度をピー

クに右肩下がりで減少しています。屋外作業の単発業務は、好天下での年間稼働日数に

より左右されるところが大きく、繁忙期には、就業会員不足等により、受注がキャンセ

ルされるケースも散見されますが、最盛期に比べて月ベースで１０件以上、年間１５０

件近く減少しており、更なる受注量の低下が懸念されます。今後も中心となる事業です

ので、安定した仕事量を確保するため、事業を担う会員の育成と、天候によらず就業が

可能となる就業先の開拓、職種の開発が求められます。 

 派遣事業では、平成３０年度をピークに５年問題により実績が落ちています。派遣会

員が派遣先に直接雇用となった場合、センターの就業先が一箇所減りますが、町内の企

業数には限りがありますので、就業先の確保が厳しい状況です。確保できた場合も、発

注者は現場系を要望、会員は事務系を希望と、需給のミスマッチ解消が課題となります。 

 職業紹介事業では、請負事業、派遣事業により対応可能なものが大半であるので、実

績に結び付いていません。また、紹介事業によりマッチングした場合、会員数が減少す

る点に問題があり、小規模センターにとっては、軌道に乗せることが難しい事業です。 

 就業延人員は、３事業の合計で、平成３０年度までは順調に推移し、その後、減少し

ています。仕事量に左右される数値ですが、会員数と就業率の影響も大きく受けます。

就業率は、過去５年間においていずれも８割を超えているものの、事業規模の拡大を図

るためには、残り１～２割の待機会員の就業を促進し、毎事業年度、平均して９割以上

の会員に継続して就業していただくことが理想的です。事故件数は半減していますが、

年間目標である事故０を達成した年度がありませんので、更なる安全対策を講じる必要

があります。 

年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和 元年度 

配分金 （千円） ８２，８８０ ８３，７５１ ９１，１８７ ９７，６５８ ９８，９３０ 

請負件数 （件） ９６７ ９８９ ９９７ ９２７ ８４７ 

公共   （件） ６５ ５０ ５１ ４４ ３６ 

民間   （件） １０４ １３３ １２７ １７５ １７０ 

個人   （件） ７９８ ８０６ ８１９ ７０８ ６４１ 

派遣賃金（千円） １１，５００ １４，１６４ １６，８９８ １７，１３２ １２，９８８ 

派遣件数 （件） １６ ２４ ２８ ３５ ３１ 

就職者賃金（円） ０ ０ ０ ０ ０ 

紹介件数 （件） ０ ０ ０ ０ ０ 

就業延人員（人） ２１，２６９ ２２，０６７ ２３，５５４ ２４，２８７ ２３，３４５ 

就業率  （％） ８３．２ ８７．０ ８１．６ ８３．２ ８４．２ 

事故件数 （件） １０ １０ ７ ５ ５ 

 



３．方針 

 第１に、基本理念である「自主・自立、共働・共助」を体現するため、会員同士、仲

良く力を合わせ、自発的な組織活動を通じて健康づくり、仲間づくりを促進し、社会と

の繋がりを絶やすことなく、いきいきと自信に満ちた生涯現役での活躍を目指します。 

 第２に、就業等の事業活動を通じて世代間の交流を促進することで、地域社会の活性

化を図ります。また、センターがより身近な存在となるよう、地域に密着した活動拠点

づくりを行います。 

 

４．計画期間 

長期計画の期間は、令和３年度から令和１２年度までの１０年間とし、令和３年度か

ら令和７年度までの５年間を前期中期計画、令和８年度から令和１２年度までの５年間

を後期中期計画として定めます。 

 

５．実施計画 

（１）基本計画 

「会員」、「仕事」、「安全」、「環境」の４点を重要なファクターとして捉え、それぞれ

「広報委員会」、「就労委員会」、「安全委員会」、「理事会」により推進します。 

① 会員の増強 

② 仕事の拡大 

③ 安全の徹底 

④ 環境の充実 

 

（２）数値目標 

年度（前期） 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

会員数   （人） ２０５ ２０５ ２１０ ２１５ ２２０ 

配分金  （万円） ９，９５０ ９，７５０ ７，７８０ ７，８１０ ７，８４０ 

派遣賃金 （万円） １，２１０ １，２２０ ３，２５０ ３，２８０ ３，３１０ 

就職者賃金（万円） ７１ ７１ ７２ ７３ ７４ 

就業率   （％） ８１ ８２ ８３ ８４ ８５ 

事故件数  （件） ０ ０ ０ ０ ０ 

      年度（後期） 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度 

会員数   （人） ２２５ ２３０ ２３５ ２４０ ２４５ 

配分金  （万円） ７，８７０ ７，９００ ７，９３０ ７，９６０ ７，９９０ 

派遣賃金 （万円） ３，３４０ ３，３７０ ３，４００ ３，４３０ ３，４６０ 

就職者賃金（万円） ７５ ７６ ７７ ７８ ７９ 

就業率   （％） ８６ ８７ ８８ ８９ ９０ 

事故件数  （件） ０ ０ ０ ０ ０ 

 

（３）目標達成に向けた方策 



① 会員の増強 

センターの魅力の向上を図り、新たなプロモーションにより地域への認知度を高め、

高齢者の入会を促進します。 

・魅力の創出 

・プロモーション手法の再構築 

・現行の入会説明会のリノベーション 

・女性向け入会説明会の導入 

・ホームページのリニューアル公開 

・ＳＮＳを活用した事業ＰＲ 

実施年度計画 ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 

魅力の創出 実施          

プロモーション手法の再構築 実施          

現行の入会説明会のリノベーション 実施          

女性向け入会説明会の導入 準備 実施         

ホームページのリニューアル公開 準備 実施         

ＳＮＳを活用した事業ＰＲ 準備  実施        

 

② 仕事の拡大 

 既存事業の強化を図りつつ、新規事業を立ち上げ、年齢によらない就業体制の確立を

推進します。 

・受託事業に係る後継会員の育成 

・事務系職種の創造 

・ミスマッチ解消に向けた取り組み 

・物づくり事業の展開 

・農園事業の展開 

・サロン事業の展開 

実施年度計画 ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 

受託事業に係る後継会員の育成 実施          

事務系職種の創造 実施          

ミスマッチ解消に向けた取り組み 実施          

物づくり事業の展開 準備 実施         

農園事業の展開 準備  実施        

サロン事業の展開 準備   実施       

 

③ 安全の徹底 

 会員の健康と安全を最優先に就業に臨み、事故のない安全・安心のシルバー人材セン

ターを目指します。 

・体調管理カードの提出義務化 

・巡回パトロールの強化 



・安全チェックリストの細分化 

・事故検証体制の整備 

・ヒヤリハット事例の作成 

・ペナルティ制度の導入 

実施年度計画 ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 

体調管理カードの提出義務化 実施  中止        

巡回パトロールの強化 実施          

安全チェックリストの細分化 実施          

事故検証体制の整備 実施          

ヒヤリハット事例の作成 準備 実施         

ペナルティ制度の導入 準備  実施        

 

④ 環境の充実 

 組織並びに設備の拡充を図り、会員及び役職員が運営に参加しやすい環境、また、発

注者が利用しやすい環境を整えます。 

・活動拠点の整備 

・女性役員の登用 

・事務局体制の強化 

・地区会議の活動促進 

・賛助会員制度の見直し 

・ポイント制度の導入 

実施年度計画 ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 

活動拠点の整備 実施          

女性役員の登用 実施          

事務局体制の強化 準備 実施         

地区会議の活動促進 準備 実施         

賛助会員制度の見直し 準備 実施         

ポイント制度の導入 準備  実施        

 

６．計画の見直し 

ＰＤＣＡサイクルにより、毎事業年度末の進捗状況に応じて、随時計画を修正します。 

 

７．おわりに 

 本計画の推進により、センターが高齢者にとって魅力ある場所となり、入会後も高い

帰属意識を維持して、会員同士、また地域住民との交流を育みながら、いつまでもいき

いきはつらつと元気に活動することができる、そのような充実したシニアライフの一助

となれるよう、計画の実現に向けて力を尽くしてまいります。 

 


